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それで Q~横線に ， h ~縦線にして (ο，h)相開園を作るならば，縦線上の h=I:lな
( 54 ) 
温泉の湧出:Jt~*頭との相関其のニ，裂縛泉












第 1闘 別府市~川温泉地域闘 (番競入り@印は研究泉口)















( 56 ) 
温泉の湧出震と7](頭との相関其のニ，裂線泉
第 1表 7.k頭 k(cm)劉湧出量 Q(lit/min)貧測結果
温泉 .0SC2) $2 S. S， (泉温 82。 (泉温 63:5C) (泉温 63:5C) (泉温 710C)
h Q h Q h Q h Q 
158.5 。 117 。 112 。 112.5 。
150 5.17 90 9.05 102 4.55 100 9.53 
140 6.83 80 12.8 92 9.37 90 17.6 
130 9.92 70 16.1 82 12.1 80 21.3 
120 12.3 60 19.1 72 13.5 '70 27.8 
110 14.35 50 22.3 62 15.5 60 31.9 
100 15.7 40 25.3 52 16.5 50 39.4 
90 17.6 30 29.3 42 17.8 40 48.6 
80 19.4 20 33.0 31 19.1 30 55.8 
10 21.3 10 85.6 20 20.1 20 72.5 
60 23.5 。 41.2 10 21.4 10 90.0 





















( 57 ) 
温泉の湧出量と*頭との相関其のニ，裂線泉
出量とを測定Lて，往復二系の賓測を完了し雨者与を平均して賓験結果の精度を高める。
賓測の結果は第 1表の様になった。表中の7k頭 h は各温泉毎に適嘗な基準商から測っ
た値である。
之を園示すれば第4圃の様になる。温泉81と8Jとは A軸上に頂鮪そ有する描物線吠を




h 112 102 92 82 72 62 52 42 31 20 10 。
。4.6 9.4 12.1 18.5 15.5 16.5 17.8 '19.1 20.1 21.4 22.4 
計算 。6.7 9.5 11.7 13.4 15.1 16.5 17.8 19.1 20.4 21.4 22.5 




h 130 110 90 70 60 50 30 10 
。5.2 9.9 14.4 17.6 21.3 23.5 25.6 28.1 30.7 。6.9 12.5 16.8 19.4 22.0 23.2 24.4 26.6 28.6 















































ほ割合少し下部 GDあたりほ透かに多くなわ， D以下の DE線放元の抱物線に一致す

















有.:[;-・ f孟糸NO.615. . ?
o 
u 40 h'ー →








O 2:・oh'一・ 40 ()rt 
ヌ:内 温泉NO.f:40 (島然渇広〉









。• • . 
1) • 、?• • • • • • • ??• • 
0 















































WB曲線に修正すれば結局の Q-h曲線l士A'CWB'の如くなり， W 附近で不連続的急:費
を王見ずでるらう。

















( 62 ) 
温泉の湧出:m:と水頭との相鯛其の二，裂縛泉
4) 裂蝉泉色堆積層中に湧出Lて透71<'性砂屠に調漫すれば，裂擁を少し離れた地賠の温
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